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学習指導要領改訂の基本的な考え方

外国語教育の充実

科目編成

高等学校 コミュニケーション能力の育成

中学校

授業時数増加

中学校

導

コミュニケーション能力の基礎の育成

小学校

高学年に外国語活動導入

コミュニケーション能力の素地の育成小学校 コミュニケーション能力の素地の育成



外国語教育の充実

○小学校 外国語活動を導入
・聞くこと、話すことを中心に指導（小５・６）

○中学校 時数増加
・聞く･話す･読む･書く技能を総合的に育成
・言語活動の充実、4技能を統合的指導
・学習内容基本的に増加なし
・語数を増加 900語程度まで→1,200語程度
・教材の題材を充実

○高等学校 科目編成
・指導する標準的な単語数増加指導する標準的な単語数増加

1,300語→1,800語
(中高で2,200語→3,000語）(中高 , 語 , 語）

・授業は英語で行うことを基本とする



平成２３年度より 第５及び第６学年において

小学校外国語活動

• 平成２３年度より，第５及び第６学年において
週１コマ（年間３５時間を標準）

• 学校の判断で，平成２１年度より実施可

• 教科としては位置づけず教科としては位置づけず

• 平成２４年度より 週３コマから４コマ

中学校外国科

• 平成２４年度より，週３コマから４コマ
に増加（年間１０５時間→１４０時間）

指導する語数は 語程度• 指導する語数は，１，２００語程度

• 中学校は，従前より，教科担任制中学校は，従前より，教科担任制



幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領等のポイント

言語活動の充実

教育内容の主な改善事項

言語活動の充実

理数教育の充実理数教育の充実

伝統や文化に関する教育の充実伝統や文化に関する教育の充実

道徳教育の充実

体験活動の充実

外国語教育の充実



学校教育における外国語教育の現状と課題(中教審)

• グローバル化への対応の必要性（各国における小学
校段階での英語必修化等）校段階での英語必修化等）

• 基本的な語彙や文構造を活用する力が十分身につい
ていない まとまりのある 貫した文章を書く力がていない，まとまりのある一貫した文章を書く力が
十分身についていない

中学校にお 授業が分からな 生徒 割合が他• 中学校において，授業が分からない生徒の割合が他
の教科と比べて高い

• 高等学校において，「英語Ⅰ」において文法・訳読
中心となっている，また，「ＯＣⅠ」において「聞
くこと」「話すこと」を中心とした指導が十分にな
されていない等の指摘もあり



「～の授業がどの程度わかりますか（中学校）」

国語 社会 数学 理科 英語
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8.5 2.2 14.7 4.7 15.7 6.4 9.5 2.9 18.7 9.68.5 2.2 14.7 4.7 15.7 6.4 9.5 2.9 18.7 9.6
「多い」：分からないことが多い 「ほとんど」：ほとんど分からない

平成１５年度教育課程実施状況調査平成１５年度教育課程実施状況調査



外国語活動 目標外国語活動の目標

外国語を通じて、言語や文化につい外国語を通じて、言語や文化につい
て体験的に理解を深め、積極的にコて体験的に理解を深め、積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度ミュニケーションを図ろうとする態度ミュニケ ションを図ろうとする態度ミュニケ ションを図ろうとする態度
の育成を図り、外国語の音声や基本的の育成を図り、外国語の音声や基本的
な表現に慣れ親しませながら、コミュな表現に慣れ親しませながら、コミュ

ニケーション能力の素地を養うニケーション能力の素地を養うニケ ション能力の素地を養う。ニケ ション能力の素地を養う。



外国語活動の目標

外国語を通じて、

①言語や文化について体験的に理解を深める

②積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度の育成を図る

③外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま
せるせる

コミ ニケ ション能力の素地を養うコミュニケーション能力の素地を養う。



中学校外国語科の目標中学校外国語科の目標

外国語を通じて、言語や文化につい
て理解を深め、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図ションを図ろうとする態度の育成を図
り、聞くこと、話すこと、読むこと、
書くことなどのコミュニケーション能書くことなどのコミュニケーション能
力の基礎を養う。



中学校外国語科の目標

外国語を通じて

中学校外国語科の目標

外国語を通じて、

①言語や文化について理解を深める①言語や文化について理解を深める

②積極的にコミュニケーションを図ろうと
する態度の育成を図る

③聞くこと、話すこと、読むこと、書くこ
となどのコミュニケーション能力の基礎をとなどの ミュ ケ ション能力の基礎を
養う。



小学校外国語活動の目標

外国語を通じて、

①言語や文化について体験的に理解を深め、

②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

を図り、

③外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、

コミュニケーション能力の素地を養う。

中学校外国語の目標

外国語を通じて外国語を通じて、
①言語や文化について理解を深め、
②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成②積極的にコミュニケ ションを図ろうとする態度の育成

を図り、

③聞くこと 話すこと 読むこと 書くことなどのコミュ③聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュ

ニケーション能力の基礎を養う。



指導者について指導者について

・指導計画の作成や授業の実施

学級担任の教師または外国語活動を学級担任の教師または外国語活動を
担当する教師が行う

・授業の実施

ネイティブ スピ カ の活用に努ネイティブ・スピーカーの活用に努
める，地域の実情に応じて，外国語
に堪能な地域の人々の協力を得る



20年度 「小学校外国語活動研修ガイドブック」 中核教員研修

2１年度「英語ノート」 音声ＣＤ

ＤＶＤ（ＴＴ）

指導者養成研修

校内研修

2１年度「英語ノ ト」

「指導資料」

音声ＣＤ

デジタル教材
指導者養成研修

実践研究事業

22年度 ＤＶＤ（授業）研究開発学校

2３年度2３年度

24年度 新教材



『英語ノート』

• 全国の希望する小学校に「英語ノート」等を21～23年度
配布配布

• 中核教員研修（20,21年度、5日間程度、各自治体）

• 現職教員研修（20～21年度のうち2年間で30時間程度、現職教員研修（ 年度のうち 年間で3 時間程度、

各校）
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『英語ノート』



「英語ノート」

• 歌やゲームなどを通して，児童のコミュニ
ケーション能力の素地を育成ケ ション能力の素地を育成

• それぞれの指導場面における歌や会話は，
英語ノート付属ＣＤやデジタル教材に収録

17



「英語ノ ト１

「英語ノート」
「英語ノート１」

Lesson 1
「世界の「こんにちは を「世界の「こんにちは」を

知ろう」

「英語ノート２」
Lesson 2Lesson 2

「将来の夢を紹介しよう」
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「英語ノート」

• 教師用指導資料には，各レッスンの目標
や扱う表現 授業の流れを掲載や扱う表現，授業の流れを掲載

（例） 「英語ノート１」 レッスン３ 「名刺交換をしよう」
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